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9. 研究実 しないこと。) 

すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等

載しないこと。 

プリンティ

績の概要(国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、600 字～800 字で記入。図､ｸﾞﾗﾌ等は記載

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 
     交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 

      だけ分かりやすく記述

       は記

   
 今年度までに、シロイヌナズナFWA遺伝子のインプリントされた発現をモニターできるFWA-GFP
形質転換体を変異源処理し、そのM1世代よりFWA-GFPの発現が正しく制御されない変異体を複数
得ている。これらの変異体の原因遺伝子は、雌性配偶体中央細胞におけるゲノムイン
ングの確立過程に機能していると考えられる。本年度は、このうちの二つのアレル
alac1-1,alac1-2 (alarm clock for FWA imprinting)の変異部位を連鎖解析により同定した。変
異はヒトから酵母まで広く保存されたクロマチン関連蛋白質に見つかっており、現在野生型ゲノ
ム断片の相補試験による検証を行っている。 
 また、原因遺伝子の機能を明らかにするために様々な解析を行っている。alac1-1変異体胚珠
のRNAを用いたRT-PCRの結果、同変異体はFWAだけでなく他のインプリント遺伝子の発現にも影響
することが判明した。一方、インプリントを受けない遺伝子の発現は正常であることから、同遺
伝子はゲノムインプリンティングの制御に関わっていることが強く示唆される。また、alac1-1
変異体では、受精がおこっていないにも関わらず中央細胞核が分裂する表現型が見つかった。こ
のような、受精に依存しない自立的な胚乳発生はMEDEA, FIS2等のインプリント遺伝子の変異体
でも見られる。従って、この結果からもalac1-1はインプリント遺伝子の制御に関与しているこ
とを示唆している。さらに、FWA遺伝子の5’領域のタンデムリピート中のDNAメチル化レベルを検
証した結果、野生型の胚乳では低メチル化されるのに対して、alac1-1変異体では低メチル化さ
れないことが判明した。以上のことより、ALAC1遺伝子はDNAの脱メチル化を介したインプリント
遺伝子のエピジェネティックな制御に関与していることが示唆された。 
                                        

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

付すること。 
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13. 備考 

 ※ は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す  研究者又

ること。 
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